
62.益須寺関連遺跡の造物

位鑑と径総

~書道大津 ・ 援策総(別称大総取付近)が国鉄東海道

本線と立体交叉する地点を中心にして南北 400m、東

西 300m般の地帯に益須寺|瑚l!I!遺跡、がある.この周辺

に1:1:育身北遺跡 ・T片身商法t跡など古.t.l'!時代をゆ心とし
た集r~跡の多いところで、 微潟地上にこれらの遺跡の

立地することがわかる。今回紹介する遺物は守山市教

育委只会が宅地造成工事に先立って発術調査を災総し

た台身町字泉海道 171番地から出土したものである.

従来から益須寺遺跡については議論があり、所:(EJt!l.と

怜絡について諸説がめった.今回の制W:h主主力1寺遺跡
の確定を立図したむのであったが、その内谷は正報管

に織るとして、僚や特~な.iït物について紹介しよう .

なお、 i遺椛については栂:ra主式総物、携が検出され
8i!t紀前半代に求めらuるものとみ-えられる。

遺物

出土遺物のやE類lま土師様、寄l悲然、縮刷陶線、瓦が
あリ、総数 2.000点余1)に逮する。瓦!よ少:.ii1:で、61!i紬

陶器も若干の出土である。ここで紹介するのは然風な

土是非である。

開1)

四角形状の高台がは 1)つけられ、後地聞にわずかな

凶みがみられる。底部から休部にかけては大きく内"

し、ロ綾部SIま外反する。一見、灰粕陶総の碗の休部、

口紋邸乞，I!I.わせるj惨状である.ifIj台の形状、胎土、無

利| 、色~から須!芯絡であることがわかる . 澗蜂は内外

Tioとも、ていねいな般機でで仕上げ、色調1:1:灰色とい

うか、かなり白っぽい-f'f灰色である.

登(2)

通?話、環状つまみ付議とl呼.J:王手議である。環状つま

み後 5.8cm、口径20.6cm、海さ 2.0cmの法以て'ある.

天弁古都I;J:箆削リ後、ていねいな縦撚て'て'仕上げ、内而

{立7e:)宇都に再L機でがみられる。!治二仁は(1)の35tと閉じく、

(:!!絢も問機である。!治土については、わずかに袋行事立

の砂粒がi昆じるものである。

鍬3)

腹部を欠航するが、口径21.9cm、潟さはおよそ11.5
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遺跡 と調査地点(黒塗池点)

cmで忌あろうと忽われる。ゆるく内紛する休部から大き

く内に入り込む形状で、ロ柑端部¥t;tうすく、上商に浅

いわt紛!~犬の凶みがみられる. 外蘭{主体部全体に横方向

に箆lおきがていねいになされており、内而l立体部下半

に縦及びやや斜め方向に刷毛目が残存している。ロ綾

部内外側はていiJ¥ 、な航機でで仕上げる。

問題の所在

不(1)と係議(2)については「陶邑IVJで第W段階第3

1担式に編すものと考えられてお 1)、おそらくセヅト関

係をなすものとされている.法益をみる隙リ{立セ ・y ト

をなしても不思織ではなく、 I1台土 ・色摘も同様である

ので、先ずセ ットと15'えても事忠誠ないとニろであろう。
ニのことは「陶色IVJで報侍されているとよろから来

F街地方の産物であろ うことがわかる。次にjfr江での出
土例であるが、 E手・王手読とも他1ft跡の報告にはみとめ

られず、あるいは緩めて供給されることが少ないもの

であ うたのではなかったかと思わせるようて・ある。環

状つまみのおま南郷古鶏社?大津市金ノ上遺跡~ IJ附
遺跡?近江国術遺跡@てぺ本jl1跡出土のそれとはいずれ

も給土色調 ・形状が異なり 、やはり南郷台芸築士1上から供
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給さ{lたものと17えらIIょう. どうかは判らたいが、また益m~がいつまでIi~ して

次iニ、外てlある.ょの:1:2;の特徴はfiOTといってむ内 いたか!主舷定していないが、仏:~にわたってæ病人が

而の制.(; 11の伐存である.主主街中ift'事ではもう l点ill 益m~\"をとずねて 5 たでみみうよとIi;t'f象じ健〈ない

:1:しているが、U:8lIが欠mしているので刷毛Uの存雀 であろう.今(tiJの日1:1:遺物が8tu:紀前半代に戒められ、

市'1' 11J1僚であるが.外Ifljの別税li~似している.この 逃怖が州立t型式他物であるよとから抗峨益!w，n事とほ
:1:践が似i4oとして使用されたとしたら、制毛"が隠滅 定し I!~ないが、 ïi.t.. 1~ll現制( 7 1世紀後小後復)から 8

しにリ.'fflI分的::t!w度合がかbゥ1.:.リしている可能 世紀'l'lf(までの存続で、その周辺に痢い 人々が市Jl
t1があるが.そうではなも・. r陶色Jの関連にも、こ る4夏物がこJl以降L破ヮていたかも知H(<・、 悦l街地

の遺物はな<!bJiJmをA定し1専な、、ゃ:.1;) j!i:fr以外 方療のjf.監セヴトと街地不明の鉢などをも q た人々

のものであるうか.

さて、ょのように.f411.な ill物が抑理~q，で量kflH 点

めるニと lがわ11:リ、 Jrl.;虫紹介したが、最i是にこの遺物
~r.'のよう i ・ 4 えるかが11lI~てある.後inSìJH事とし

てぶ;r.t側、が1.'.1仰されているので、 11本件魚;1-与統.k'rt 8 

1(!の仰の .tltl+'H~載すると、 r ~!Hit:1自於j丘iIb喝主主~rilm

1l1S~llJ.品目J扶納入停1討議;'fÎ苛. I耐W;I":~ 将;~O.J とあり、

t:lI~UIめ~I' 鳴〈帥.!Itの!とみて・、例入が縦獲したニと

が知られる.どニらみた'}から人々がMLtってきたか

が次々と益ni中の紙f焚所!こ1駐車り、おうゆしていったの
ではないかと.¥!.'.2，llる.‘ニニでI.!. ~'4N1.-:.・遺物を鋒寄l

ミ干に1<<獲したj虫'}jの人々のf.~ ってさたものと t.えた.

あるいは別の1)え bl点リなつか b 知れないが、 j~ø批判

を，lrn (1 1 1削均二、判的1弘、がf水HiY 、 111111ぷ t~) 
iW) IlIWllii'!同:の第・次~~~~，潟 fl'rI ' l 二 111 1している.

1主(2) iM 1'(V，I教 fr 吾川会保(1:の i・~:;今脱税した。

n:(3) 0[1 {1I51 $I~ 滋筑県教育 ~H会 r II(~ 何151年度文化

I!tl!llh!I"1b 

2 
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出土遭効実測図
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63.く特集〉滋釘文化財だよ り一覧

リ倣|宛行fILJill| Jii 問 f(t (i・

1977. ，1 .301 1 .神崎r.J;能.枝川，町-，胤.，a，1，1.1出土の蔵管綜 山 r.1利彦
2. ';'FllJili IJU llliin跡tlu:の継寮銭 . ~銭とぢ・え:)Il ~小唄円似の一例 綾 Ut (':!呼l
3. 1;(i和lilU'f食;nr事出土.の古瓦を加工し:":/J、明円収 it fj=:-e.後1町4明
ト大iItili錦絵lTU水il{ii-合筑 t.¥ rn 究 lを

~ I附 53015M 大 I~ (;1弥

3 1 1977.6.30 I 6. 多釘Ir\~'!の水迎跡の本政tiõ 九 111 'iii:ヰ
7. 大 '1'の湖i~4遺'f:tl :I:の縄文式土総 鈴J"京事}・柄/1:初 f
8. í~í成遺跡111.1:の錦 久米'fl(ぬ

11977.7.31 I 9. l~iltilil対反遺跡111' 1.:の異形土器 ... 純

10.湖北地方において於j!i:発見された遺跡 ~" 純

1 ]，大i1'.市t(.ff小学1全保管の本業形尖~tlØ 務fII It( 行

5 1 197i.!l .31 I 12.府市東iQ跡的土のへラ記号F弥生式:1:怨 ょIt村 申3
13. jl'lj K~lrll' ノ均一遺跡111:1.:の瓦接待 育長 1誕 {匁昭l
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t0浦俊平日

1向型f ;j終樹

林 博通

山崎J'dニ

山崎秀二

大俗伝効:

丸山竜平

本問修苧 ・城内宏司
処't，長究.01，庁Jト下後予
問中 1修弘
m rt I~ 弘
問中勝弘 ・林 純

水野正好

水野正好

丸山活平

水野正好

術的匂 t，1j.

$$野泰樹

大告側J~J~ ・ 谷口 微

;.IfE 康保明
西阻 弘

J閥掛日月 ・篠原友子

14.南郷丸山古墳発搬調査略報

15. fi1.木原遺跡第3次発微調設妙報
16.瓦5提出土瓦の示すもの

17.守山市嬬賂関東i盆跡的土の石総
]8.守山市寺中遺跡出土の弥生式土総

19.守山市j服部越路出土の武器}移木製品について

20. '1 ' îfl郡水口町~所在の肯iJ'î群

21.滋~t県下の庄内式1ニ総ー織内上リ縄入された裂j形土?撲の分布一

19'77.12.20 

1977.10.31 

1977 .11.30 

1977.12.3] 

6 

7 

8 

9 

1979.2.28 
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九山'lti:平

E与野緑樹
大総信弥

l幻自母子主ニ - 大崎~*ぶ
波崎 戊 .rl'ft，{すま夫
山m.:.!在者

問中勝弘・完成良佐

水口内法;

釘i曲者世iJ Ni 
|凋岡地m. !I<fllf)Jifi 
続出向久・許水J');r，多

毛3 野 4持制
坂井秀弥

西印 弘

.i.l:広志・凶4会千Ii
大IJI ~司'幼

訂版滋洋

丸山竜平

池!ll"f ~.呆
4会計li l交手口
1江本忠峨
大俄 i言弥
谷 n 微

E¥'l武良佐 ・問中勝弘

m 中勝 ~1、

お貯が樹
中江 杉

山口政志

長谷川 島匝初

本国修平 ・M叫討忌明
UJ 口 l順子
背氷点彦

22. U.I東町長問琴附山憾出土遺物
23.山東町すも綴占肢のlLI士:i立物
24.山東町'if江総跡II:l土の須恕総

25.大i4tr!i滋穴楽大j盈寺占墳E宇都B制軍袈(1)
大Ht市滋~曳大通寺古積幣翻査慨婆(2)

26. 大Hrrll 山1::1町所平E拘I~ ヶ谷(別名氷点谷) 6岐について
27. j痘檎に見る琴の三般の構造

28.穴太迂ii!事tれゴニの古式土師器
29.大作市内出土の白I臥j切のm恋総
30. 有~Htï行 ;.!:.IiI~rl' ill i事の対:戸 Z例
31.比叡山出土の布鍛をめぐ って

32.布山寺級虫袈文化財銅2撃の出土地について
33.小慰問絞の新資料
一大i'lt市南滋賀廃寺、 i印::itnl向山町中ノリiiむ跡、同!町初日遺跡-

34.来1ti町下戸山山町艇子・，¥降雨合総t止について
35.小谷域iN水谷発揚調査慨報

36.守山市金ヶ撚箇遺跡出ょの有:rL向械について
37.守山市嬬!努日1来遺跡の五作工w.l;tl:とその巡物

1978. 1 .31 

1978.2.28 

1978.3.31 

1978. 7 .31 

1978.8.31 

1978.9.30 

1978.4.30 

1978. 5 .31 

1978. 6 .30 
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38.湖北地方の縄文時代遺跡、

39.新旭町峨川i位跡のJjlJ兄
40.滋fi県出土の子持勾玉-l#i銭促進跡出土の二子持勾玉から-
41.大津市民野小学校保管の称日山首瓜排出土逃物

1978.10.3] 

1978.11.30 

19 

20 

42.大ilnli錦織出土の粁九瓦
43. {.'!íぬ剖I ，~~lゐ町鴨稲荷山古杭現状失調1)調子E報特

44. j!f江相11宮様11'(要文化財白磁水注の出土地について
45.守山市服部im療の弥生，jiUYI水問主J:

1978.12.3] 

1979. 1.31 

21 

22 

46.古杭l時代後J切の重量穴式依股J.ll:併ー余呉l町線内i訟跡ー
47. 八日市市瓦民寺町所布瓦E量二予瓦陶絞殺~.!Il:幹について
48 l宮村神社傍門の解体制夜

49. i紙間三丁目E宇野畑出土の遺物について
50. l::ii.W111J剣道事11祉の懸fムについて
51.守山市服部巡跡出土のj努製布告1)について

52.三 ・世世紀の木製鋤

53.湖北地方出土の銀特土総

54. il'UI田l井IJjI(跡出土の古1・E
55. <特集〉近江出土の銅銭

56.安公小学校保管の道線 r;pj敢当J について

57.火太遺跡発繊調1f.紗報

58.筑峨絞

59. tlí 邸前l商品百JI協m明:で発~された中t止の足あと

60. tM..'Jl"l"'7キ 10汀仏性寺遺跡HI:L:の組下駄
61.近江坂本減跡、の発技11絢先 〈込'報〉

1979.3.31 

1979.4.30 

1979.5.3] 

1979.6.30 

1979. 9 .30 

1979.8.31 

1979.10.31 

1979.11.30 

1979.7.31 

1979.12.3] 
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写場 (111f t包H) 等を:l~ し、ロピーにはiSl物の拠示を:It

@jしている. 2階にほぼC(f処坦話!.(SU量の{まが処殉!)、

製回議、研li¥:lr.、図軒資将俗、資れ保管虫(:1Itm. ii'l 
物災湖図喜多}、第3収蔵m<主にm物の完形&:d、将軍IJ収
蔵室 (~""t事の必要な沼紛}、研修会設室があり.阻上

で l:t遺物の rt 然従燃が'nrtæ~.. スベ 守がとおHている. 

.I'R文センターの主なtlU7J内7F!立、大き <mJlll.i磁文化
財の~ft ・研究、③資料の終j1~. . 1忠告¥③JIII，級文化財
のI.'l~ ・ J持 I止の 3 点を !ì:演な iH7Jとしている p.体的

には、』唆誠づtftß.tのM~を収集し、分骨jtJI作・ JJl~事の

事~l噴硲Uを行い文化割4の尖般を4巴似し、 ~Jit' #.党指~

.ftがf災地されるよ守努める・It il!.t'ならなh‘・ i発4!UJ'Hf.
を~~ぬtillf、関係俄!日!との允分なt9li首長と凋1f体制の
鍛4紛争し、遺跡を目立械から"j・1)、lf(艇と総められるill
E容についずは、史跡として抑制・似(j.を巡めるように

しなければならない.

っき:(ニ、事ìH組問傘苦言斜の~J喰 ・保fi'L主嬰なi壬蒋で.
遺跡・遺物ft般の設備・ lマイクロ化.参考問ぜ干の光・'JL

鉄骨:・木絡の理化学的処月λ事1'Ct干の?主砲を行い、以下

のデーターバンク的任務Lある.
二れらのblt!.lW 広〈出lJミゃf&の僻党行に公立Jし、 JII¥

a文化似の嘗及・ 4キ売に{宣伝てなけIIばならず、閉山
やニュースの刊行、現地~ff.会や鍬告・穫の作成. :血液

会の策箱型事広〈情織をKf兆しなttJ.!ならない.さら

に、より光B起した尽蔵文化財lの悶:1:.~売を;長崎寸る
には、将門tH~jの研修会を央総 t 怖に学界の水ifI:二 if

しうる初HltもJlRIil文化IHセンFーの:主要な任務である.

F均型

f含守めた8才名2のt紋k師をE中{やs九，心乙、に.市町村、県文化I!tm級協
会の伎師.~i量貝の '64 :;1)を{!.. ~思.ドの熔.必文化財の1

1筆・研究に努め、向センターの織能をフルに発持して
いきたいと l与えていゐ. (昔話野栄樹}

滋賀県内蔵文化財センター

問所をむかえて

64. 

滋賀県下て"il昭何40年代金取.こして、各舗の開発事

が急t曾し、それに{がう.IT.蔵文化財の発御IlIJtおよび

保存問砲が大島 7ローズア γ ブされてきた.そこで

滋賀県教育長只会で:.iJ'I¥蔵文化財専門股f;(の定_W.l曹と

関盗体制の光拠を凶ゥてさ f.:.. この削、 IHト8法人滋賀

県文化財保徳協会の~Ji!.と為市町村の史R必文化財の専

門級買の股置1!1.よリー-婦の文化財保積と田:貨体制づ

〈リにつ〈してち 1.:..その結果、現.(1;県下で，，_必文化

財に従事する専門Q)i(li30数名を君主えるまでにいたっ

しかし‘現状をIrl悦するとそれぞれの専門以は発術

1側先におわれ、主た、膨大な資料はそれぞれの税坊の
プレハプや公民館、 (fi収級線写に飲.(t:(~J に保ftî'され、

光分な研究、資持保有状況ではなかゥfニ.そのため、

永久に研究資料1ニ継えうる遺跡・遺物のデ-1化c;t皆

無に等し〈、 ~~t米の資料的価低にまで影"を&11"しか

ねない状態にねかれていた.

そこで、滋1'(AAではl丘刷する.I'I!議文化財の問題を解

消するため、Jll¥i量文化a-iの開先研究償問をt!J:置する構
惣がまとま 1)、昭fU53年12R煙磁文化財センターの工

械が着工芸札、昭初55年4月l臼問所する巡びとなっ

滋賀県煙磁文化則センターは大nt，li洲m市大笥町に
所.(f.し、時lIJ'災ぬしているn1J:湖文化公r<<JlmtlH湾怨の
中心.~となる「文化ヅーンJ のーfi1uにあたる.
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